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遠藤：お二人のコメンテーターや会場の皆
さんの問題意識は、「じゃあ、いったいど
ういうふうにやったら、地域でいい感じで
生活ができるようになるんだろう」「社会
に包摂されて生活ができるようになるんだ
ろう」というようなことではないでしょう
か。
大きな考え方は2つあるかなと思います。
1つは、地域の市民団体が力をつけていっ
て、財政基盤も確かなものにして、いろい
ろな支援の取り組みを民間がやっていくよ
うにする。もう 1つは、社会保障の制度の
中に組み込んで、国の財源をそこへ流して
いくようにする。
障がい者の話がずっと出ていますけれど
も、日本の法律体系の中で、社会保障制度
の対象になっている成人といったら、それ
は障がい者だろうと思います。
では、外国人とか、セクシュアル・マイ
ノリティとか、DVの被害者とか、まだ発
見されていない、新しい支援ニーズのある
人たちはどうかと言えば、社会保障の制度
の中に入っていない。たとえば第 1種社会
福祉事業や第2種社会福祉事業の対象とは
なっていないわけです。子どものシェルタ
ーが、ごく最近第 2種社会福祉事業に入っ
たと思います。
私は、もともと役人だったのですが、民
間団体と役所とで得意分野の役割分担があ
るべきだと思っています。私が今やってい
る「よりそいホットライン」のような、個
別で、具体的で、詳細で、長期間を想定さ
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討論  支援の現場との対話◉ディスカッション
司会（米田）：お一人の持ち時間5分をめどに、竹信さん、リケットさんの
コメントへのリプライを、遠藤さん、細谷さんの順にお願いいたします。
れる支援というのは、民間団体の役割でし
ょう。行政というのは、やはり画一的で、
平均水準を示すものであると思う。それも
なくてはいかんとは思うのですが。
では、民間の事業にお金が回るかという
と、なかなか回らない。「生活支援戦略」
のヒアリングにたまたま立ち会ったことが
ありますが、生活保護のケースワーカーの
報告を聞くと、生活保護の予算は、全体の
社会保障費から言ったら、非常に少ない。
高齢者のほうが大きいです。それなのに、
「ほんの少しの不正受給」について、もの
すごくたたくじゃないですか。一般市民が
たたいている。マスコミもたたいている。
政治家は自分の後援者が「問題だ！」とい
うので、「生活保護を問題にする」のです。
「それだけのこと」、でもあるのです。予算
は政治だということを、皆さんに知ってほ
しいです。
最近、被災地で活動しているフィリピン
の方たちとお会いしました。その財政基盤
というのは教会なのだそうです。そういう
コミュニティがはっきりある。でも、例え
ばタイから来られた女性たちにそういうコ
ミュニティがあるかというと、ないです。
だから、タイの女性たちの支援のあり方と
フィリピンの女性の支援のあり方は、全然
違います。
いま市民団体が行っているきめ細かな仕
事に対して、社会保障の観点から、国が財
源を投入するという結論が出ないかぎりは、
自殺者は減らないと思います。そのことを
たくさんの市民が訴えていかないと。政治
家ではなくて日本の市民の成熟度が問われ
ている。「権力は民の顔をしている」でし
たっけ、その通りだと思います。
この「柔らかい支援のあり方」の位置づ
けをどうするかが問われていると思います。
「頑張っていくんだ」ととらえるか、「社会
保障として、国家財政をつぎ込んでいかな
いと、人が死んでいくんだ」ととらえるか。
自己責任で「自分でやれよ」と言うのか、
「いや、とにかくさ、みんな死なないでい
こうよ、みんな幸せになろうよ」「仕事が
できる、できないとか、ノルマとかで、決
めるのはやめようよ」と言うのか。人権に
対する成熟が求められているのかなと思っ
て、コメントを聞いていました。ありがと
うございました。
司会：どうもありがとうございます。では
引き続き、細谷さん、お願いいたします。
細谷：リケットさんのほうから、「ローカ
ル」という言葉をいただいたんですけれど
も、やっぱり具体的な生活とか暮らしの中
での些細なやり取りとか、ちょっとした変
化みたいなものに、しっかりと目を向けて
いく。
メディア批評家の粉川哲夫さんがドゥル
ーズ=ガタリを引いておっしゃっていたこ
とでもありますけれども、日常の生活の些
細なこと、そのミクロな政治性をどれだけ
とらえていけるか。考えていけるか。ミク
ロポリティクスをどれだけ発見していける
か。ローカルというものを「狭い場所」と
いうようなイメージでとらえてしまうので
はなく、ローカルであればあるほど、超え
ていく、越境していく意識を持つことがで
き、実際にできるのではないか、というこ
とが大事なんじゃないかと思います。
それから「元に戻すのではない」という
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ことで言うと、先ほど出た閖上地区がある
名取とか石巻には、非常に大きな資本のス
ーパーマーケットがあるわけです。震災の
前からあったわけなんですけれども。震災
後、小さな商店は津波で流されていますか
ら、みんな土日にそこに買い物に行くんで
すね。何でも揃うので。そうすると、義援
金はそのままそのスーパーマーケット、大
きな市場に流れる。そういうふうに、グロ
ーバルな資本主義システムは、元に戻ると
いうよりは、より強くなって、より早いス
ピードで襲ってくるようなことが実際に起
こっている。その中にあって、そういうス
ピードに流されるのではなく、自分たちの
時間、自分たちの暮らしというものをしっ
かり見つめ直していくということが大事な
のではないかと思います。
それからもう一つ。仙台に朝鮮学校があ
ります。これは、八木山というところの上
のほうにある。非常に細い道をずっと奥の
奥に入っていったところにある。震災前は
まったくといっていいほど知られていない
ところでした。コマプレスさんという大阪
の方々がそこに関わるドキュメンタリー映
画をつくって、今、各地で上映されていま
す。そういった、今まで見えていなかった
ところでの営みとか暮らしというのを、と
にかくまず知ることから、そこから始めな
いといけないんじゃないかと思います。
司会：お二人とも、コンパクトに論点を整
理していただいて、ありがとうございます。
ここまででいくつかの重要な論点という
のがあったかと思います。個人的に印象に
残った話を挙げると、家族コミュニティや
地域コミュニティの再生がもはや望めない
という中で、これから柔らかい支援、寄り
添っていくような支援が必要だという話、
それから平時の社会的排除に目を向けるこ
とからしか問題は解決しないという話、あ
るいは、問題解決のためには個々で頑張っ
ている支援団体同士が横につながる必要が
あるとか、そういった重要な話が出たと思
います。
登壇者同士の間でも、まだまだ議論でき
ることがあるのかなという気はするんです
が、時間的な制約もございますので、今ま
での議論を踏まえまして、そろそろ会場に
いらっしゃる方からもご発言をお願いした
いというふうに思います。何かご意見やご
質問がありましたら、よろしくお願いいた
します。とくに今回は実際に被災された方、
もしくは被災者の支援をされているような
方がいらっしゃいましたら、そういう方か
らのご発言を歓迎したいと思っています。
いかがでしょうか。もしご意見ありました
ら、挙手をお願いいたします。
（……）発言が出にくいようでしたら、
私のほうから質問させていただくという形
になりますが……。
では私から。問題を抱えていることが見
えにくい被災者をいかに可視化するかとい
う課題があるかと思うんですね。そういう
人たちの声をすくおうとして活動してきた
のが、たとえば遠藤さんだったり竹信さん
だったりするのだと思いますが、被災とい
う、非日常的な状況の中で、声を上げにく
いがゆえに表に出てこない人たちが、多様
なニーズを声に出せるようにいかに条件づ
くりをしていくかということに関しては、
ノウハウがある程度、蓄積されているのか
なという感じもします。そのへんについて、
291
和光大学現代人間学部紀要　第6号（2013年3月）
何か事例がありましたらご紹介いただけた
らなと思います。
竹信：先ほど暗いことを言ったんですけど、
今回はいいところもたくさんあった。こう
いう問題が表面化してくるということは、
当事者たちが「これは変だ」と声を出せる
ようになったということ。それができるよ
うになったのが今回の震災だったかなと思
うんですね。
いろいろ被災地を回ってみると、女性グ
ループなり手話グループなりの自助グルー
プがもともとかなりあったことがわかる。
「点」ですけどね。その人たちの声が、復
興を願う人たちの声が、外側に出てきて拡
大する。もし自助グループがなければ、絶
対出てこなかった。だから、地域に当事者
の自助グループは絶対必要なんです。もっ
とたくさんつくってほしい。自分たちのこ
とを発信できる人たちをたくさんつくるこ
と。
加えて女性について言うと、「なぜ意思
決定に関わる女性が防災会議にいないの
か」と聞くと、「人材がいない」と言われ
るわけです。「女は防災なんてわかんない」
と、はっきりそう言ってますよね。「防災
はスーパーマンのような力の強い男がやる
ものだ」って、本当にそう思われているん
ですね。今でも、半分ぐらいの自治体で、
防災関係の委員に女性がゼロです。
それで、私たち考えたのが「リストアッ
プ運動」と呼んでいるものです。地域の自
助グループが中心になって、自分たちで
「この人を出せる」というリストを作ろう
じゃないかと。防災についてそこそこ専門
知識があり、ちゃんと発言ができる人を自
分たちの中から10人、20人選んでリストア
ップする。「人がいません、人材がいませ
ん」と言われたら、「これだけいる。どう
して使えないんですか」と言える。それを
女性だけでなく、障がい者や外国籍住民な
ど、いろいろな自助グループでやってみた
ら、きっとおもしろい。
もし、地域の行政がそのリストを受けつ
けないとしても、次に災害が起きたときに、
そこが情報発信基地になるんですよ。災害
が起きたとき、外側からは見えづらいです
が、小さな自助グループや団体にアクセス
して「どうなってる？」と聞くと、「こん
なことが起きてるんですよ」と被災地から
聞こえてくる。それを皆が宣伝するんです
ね。
でも、そういう人がいなければ、私たち
もぜんぜんわからなかったと思います。マ
スメディアだけ見ていたら「女の人がにぎ
りめしを作って、一生懸命貢献しています」
みたいなことしか出てこないんですよ。
「なんか変だな、変だな」と思って、「どう
なってるの？」と聞いたら、「本当はこん
なことが起きている。ひどい」というのが
出てくるわけです。
だから、地域の団体を核にして、人材の
リストアップをして、次に備えていく。多
様な人たちを意思決定の場にどんどん送り
込む。こういうことをやってはどうかと提
案したいと思います。
遠藤：障がい者については関連考慮する状
況になっていて、災害関係の法律とか提言
とかには、必ず入っています。女性はぎり
ぎり「なんか入りそうになってきたぞ」と
いう感じです。外国人については、1ヵ所
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か2ヵ所しか触れられていないんです。災
害の復興基本方針の中で、確か1ヵ所だけ
だったと思います。セクシュアル・マイノ
リティについては、1つもないです。いろ
いろな意味で特段に配慮がないわけです。
見えづらいのがセクシュアル・マイノリテ
ィと外国人かなと思います。それは、カム
アウトをすることの難しさというのがつい
て回るからです。
例えば、避難所で、性同一性障害の人が
おられたとしたら、ホルモン治療の薬が切
れてしまうという可能性がある。ホルモン
治療を受けていて外見が女性になっていた
んだけれども、薬が切れると女性らしさが
どんどん薄くなっていく。そう思ったら、
「避難所」という人の目の多すぎるところ
にはいられない気持ちになる。それはもう
当たり前のことです。差別と偏見がつきま
とうものというのは、カミングアウトがで
きないから見えてこないんです。
在日朝鮮人・韓国人の支援をなさってい
る方と話をしたら、避難所を回っても1人
も見つけられなかったと。それは通称名で
避難所に登録するから。
この2つというのは、なかなかすごいハ
ードルだと思いました。だから、可視化さ
せていいときと悪いときがあるということ
だと思います。いま、当事者たちは、例え
ば性同一性障害や同性愛の人の権利を守る
という立場の人が、支援者の中にどれくら
いの割合でいるのかというのを、じーっと
見ている。
よりそいホットラインに「ワン切り」と
いうのがあります。相談員の声を聞いて切
る。セクシュアル・マイノリティの専門回
線のワン切り率は、30％を超えている。相
手の声を聞いて大丈夫だとわかって、何百
回もかけたあとで、初めて話す。
そういうこともあるということは、この
震災の支援のなかで初めて表に出てきたこ
とだと思います。私たちは、そういうこと
を、一般社会のなかで働いているときには
忘れている。障がいとか、国籍とか、性的
指向とかさまざまなマイノリティのニーズ
に対応コードを決めておかなければ、震災
が起きたときの人権は守られない。
シェルターネットの私の仲間が「阪神淡
路大震災では女性に対する暴力がたくさん
があった」と報告したところ、10年近くマ
スコミも含めてバッシングにあった。でも
そのことは本当だった。それを知っていた
ので全国女性シェルターネットでは東日本
大震災のときは、3月12日にすぐに、政府
に要望書を出して、動き回ることができた
んです。彼女の勇気ある報告がなければ、
すぐには動けなかった。だから今回、外国
人とセクシュアル・マイノリティについて
は頑張ってやっておかないとな、と思って
います。
司会：どうもありがとうございます。この
あとまた会場に振りたいと思うのですが、
その前に、外国人の被災の問題に関して、
リケットさんが時間がなくて触れられなか
ったと思いますので、何かあれば、ひと言
お願いします。
リケット：そうですね。配布資料によると、
3・11のときに東北被災地の外国籍人口は
約75,000人に及びました。国籍別で見れば、
中国人（37%）、韓国・朝鮮人（16%）、ブ
ラジル・ペルーの日系人（16%）、フィリピ
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ン人（13%）、ブラジル人（10%）、タイ人（5%）、
インドネシア人（2.5%）、その他（0.5％）と
なっています１）。
ここで、多様な被災支援の中の二つの取
り組みを紹介したいと思います。「仙台国
際交流協会」と「外国人被災者支援センタ
ー」の活動です。
財団法人・仙台国際交流協会は震災直後、
市の要請を受けて「仙台市災害多言語支援
センター」を設置しました。ほぼ2ヵ月間、
外国人被災者への避難所巡回、情報提供
（電話、インターネット、ラジオ放送）や個人
相談を行なったのです。各エスニック・コ
ミュニティと市行政と協力関係が出来てい
て、竹信さんがご提案したように市当局や
各自助グループの間に「リストアップ運動」
に近い取り組みも見られました２）。
活動の中枢は、1995年の阪神大震災を契
機に2000年以来、仙台市が形成してきた
「災害時言語ボランティア」でした。３・
11にあたって、それを中心にさまざまな外
国人が集まって情報交換をして、重要な情
報を自らのコミュニティへ持って帰ったの
です。2011年 4月末の支援センターの活動
終了後、仙台国際交流協会は「『多文化防
災』の協同モデルづくり事業」を立ち上げ
て、「多文化」的地域防災のあり方を外国
籍住民に諮ってきました。
もう一つの試みは外国人被災者支援セン
ターの取り組みです。2011年 5月末に発足
した同センターの拠点は、日本人、在日コ
リアンを含むキリスト教ネットワークです
が、NGO・NPOも関わっています。仙台に
本部をおきながら、センターは被災現場の
外国人とその家族への「よりそい」相談、
行政や学校への同行支援などの緊急サポー
トや、日本語教室、実態調査に専念してい
ます３）。
中心メンバーの一人は佐藤信行さん（在
日本大韓基督教会・在日韓国人問題研究所）
です。遠藤さんと同様に佐藤さんも宮城県
の外国人が国籍によって分離されている状
態にあると言っています。その固まり方、
コミュニティ形成の有りようがそれぞれ違
うので、国籍間の関係は容易に生まれてこ
ないんだと。各コミュニティの実態を把握
して、異なったエスニック・グループの間
に立ってその横のつながりを図りながら、
行政などとのパイプ役を果たしうるのは、
やはり人材的、金銭的基盤を持つ全国ネッ
トワークですね。
センターの活動に在日コリアンが目立っ
ていますが、「在日」の被災者も少なくない
んです。石巻市では、外国人の一割近くが
「在日」ですが、二世の高齢者の状況を見た
佐藤さんたちは言葉を失ったそうです。大
震災前にすでに同胞や民族団体から離れて、
地域社会や親族からも疎外されて暮らして
いた数名が震災後、支援情報もなく、いっ
そう孤立していたと佐藤さんが言います４）。
配布資料にあるように、石巻市は2012年
上旬、外国人の被災支援のあり方への反省
として、「いしのまき多文化共生推進プラ
ン」の実施につとめています。郭基煥�������さん
（元・コリアNGOセンター、現・東北学院大学
准教授）と外国人被災者支援センターが市
内の外国籍住民のアンケートを託されまし
た。石巻市の外国人住民（782人）の大半
は中国人、韓国・朝鮮人、フィリピン人で
すが、特徴として、その85％は日本人と結
婚した女性移住者です。調査結果から、女
性たちは二つの文化をうまくあわせて暮ら
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しながら、同胞のコミュニティと地域社会
の間に密接な関係を築いてきたことが分か
ります。さらに、母語と自文化、自らのコ
ミュニティ内の人間関係を重視することは
地域社会と統合できる大きな条件となって
いることも明らかになったのです５）。
これからもこのような形で、救援本部が、
地方都市を根拠地として被災地というロー
カルな場を全国支援組織とつなぐことで、
遠藤さんの言葉を借りれば、多くの外国人
が可視化されていく見通しがあるでしょう。
最後に、石巻市の「いしのまき多文化共
生推進プラン」は、2006年に総務省によっ
て策定された「地域における多文化共生推
進プラン」に基づいています。その中では
「地域の国際化」を促すために地方自治体
だけではなく、NPO、NGOの役割をも重視
しています。外国人との対等な関係づくり
や異文化理解の促進を訴えながら、外国人
住民の自立と社会参加、防災計画への参与
も勧められています。実現できるかどうか
は別として希望に満ちた未来構想ですね。
しかしここには、「障害」者とか、女性、
セクシュアル・マイノリティという文言が
出てきません。あえて「多文化共生」とい
うのなら、その意味を広く捉えて、民族・
国籍にとどまらず、女性や性的少数者、
「障害」者やはじき出されたさまざまな
「被災弱者」をも射程に入れておかなけれ
ばならないでしょう。
逆に2011年 6月に施行された「東日本大
震災復興基本法」には、「子ども、障害者
等」の言及はあっても、外国人の記述は見
当たりません。形の上では国民だけのため
の立法です。私たちが、他の「マイノリテ
ィ」も含まれるように要求すべきですね。
この動きも、ローカルな営みに根ざした支
え合う関係から生まれてくるだろうと思い
ます。ここでは、細谷さんがご指摘してい
るように、日常生活のなかの小さな変化の
重要性を痛感しています。
司会：どうもありがとうございます。では、
もう一度、会場のほうに質問を戻してみた
いと思います。質問を考えましたという方
がいらっしゃったら、ぜひ挙手をお願いし
ます。出ないですか。
では、今日登壇した 4名の方から最後に
締めの言葉をいただいて終わり、というこ
とにさせていただこうかと思います。おひ
とり3分ぐらいでお願いいたします。
遠藤：そうですねぇ、よりそいホットライ
ンをやるために、2011年12月に補助金に応
募して、翌年の1月30日に決定して、それ
から3月11日までに地域センターを36も作
らなくてはならなくなった。7ヵ月くらい、
死んじゃうかと思うくらい忙しくて、家に
も帰れず寝ないでずっと働いていました。
そのよりそいホットラインの大きな特徴
は、相談を受けている人が、民間の直接支
援団体の人たちだということだと思います。
弁護士さんとか、お医者さんとか、社会福
祉士とか、肩書きのつく人たちは少ないで
す。民間で、草の根で、ちょっとおせっか
いなキャラクターで、「これはこうしよう」
「こうしようよ」と言いながら、地域の中
でやってきた人たちが、いま電話を取って
います。これが「当たり」だったんだろう
と思っています。「素人くさい」「非常に素
人っぽい」と言われている。「その代わり、
優しい」と言われている。
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よりそいホットラインでは、相談員にわ
からないことが出てくると、電話を保留に
して、誰かに相談します。フリーダイヤル
だから保留にしても相談者に金額的な負担
はかからないのですよ。それでもわからな
いと、相談者に連絡先を聞いてかけ直すん
です。「調べてかけ直しますから」と言っ
て、折り返し電話をするんです。いろいろ
考えて、そういう仕組みになりました。
私はずっとDVの直接支援の団体で活動
してきましたが、DVの被害者支援だけか
かわってきた人が突然、発達障がいの子ど
もの悩みを相談されてもわからないです。
でも、よりそいホットラインでは「わから
ないから、どこそこへ電話してください」
と「たらいまわし」にするのをやめようと
思った。Aという相談員がBという相談者
から電話を受けたときに、「Bさん、それは
ね、発達障がいのことだから、ここに電話
したらいいですよ」と言うのをやめること
にした。よく知らないことについてもAさ
ん自身が調べて、Aさん、もしくはBさん
が住んでいる地域センターの相談員が、よ
りそいホットラインとして必ず電話をかけ
直して、「調べたらこうだった」と言おう
と、そういうふうに思いました。
相談者は、どこに電話をしたらいいかわ
からないからかけてくる。ひとりぼっちだ
からかけてくる。相談する人がいたら、
「私の悩みは発達障がいの子どものことな
んだから、ここに電話しよう」とわかる。
わかってないということは、もう誰も周り
にいないということだ。だから、その誰か
になる。それができるのは、専門職ではな
くて、おせっかいな人だと思います。
「この人を最後まで見届けたい」という
支援者マインドがある人、支援をしたくて
たまらない人たちがいるんです、とくに民
間には。そういう人たちを相談員として集
めることができたので、これが非常によか
ったかなと思っています。その人たちはお
金もない。手弁当で、ひたすら地道にやっ
てきた人たちばかり。
私が国のお金にこだわるのは、この人た
ちの活動に対する評価こそが、人々を救う
道なのではないかと思っているからです。
支援者という、資格はないけれどもおせっ
かいな人たちが、これから日本中で横につ
ながっていって、「なんだかわかんないけ
ど、岐阜県のこの辺に住んでいる人で、こ
ういうことを言っている人がいるから、頼
むわ」と電話をかける。岐阜県のおせっか
いの人が「わかった。じゃあ、行くから」
と動く。こんなふうにやっていこうと思っ
ています。ですから、ちょっとおせっかい
な感じで今まで生きてこられた方は、より
そいホットラインの相談員にエントリーし
ていただくと良いと思います。
細谷：震災から1年と 8ヵ月が経ちまして、
僕にとっては短くもあり、長くもあった時
間でした。この先、刻一刻と状況やニーズ
も変わってくるでしょうから、とにかくこ
の間に会った人たちとのつながりを大切に
していきたいなと思っています。この先10
年、20年と続いていくと思っています。
この東京という場所で、こういう場が設
けられたということがまずよかったのかな
と、今回は思っています。東北の現地のこ
とを想像してみる、考えてみるということ
をここでやるということが、スタートなの
かなと思いますので。僕自身はこれからも
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つながりを大切にしていきたいと思います。
ありがとうございました。
竹信：今回、多様な支援について考えるに
あたって、私は女性の支援という入り口か
ら入ったわけですね。だけど、それで非常
につらかったことがありました。それは、
自分がいかにほかのマイノリティのことを
知らなかったのかがわかったことです。た
とえばセクシュアル・マイノリティの人た
ちから、「女、女と言うのはやめてほしい」
「女って言われるたびに傷つくんだ」とけ
っこう言われた。こっちしか見えていない
と、あっちが見えなくなる。
それから、外国籍の人のことについて言
うと、辛淑玉さんが、「週刊金曜日」で次
のような話も、書いています。ソフトバン
クの孫正義氏が100億円の寄付を出したこ
とについて、被災地の在日の人たちが「孫
正義は在日に保険をかけた」と言っていた
というのです。震災が起きると、関東大震
災の朝鮮人虐殺の記憶を思い出す。「保険
をかけた」というのは、「孫さんがお金を
出してくれたことによって、在日は危なく
ないということをアピールしてくれた」と
受け取ったということです。それを聞いて
「よっぽど怖かったんだな」と思ったので
すが、私はそんなことをまったく想像でき
なかったので、自分が所属していないマイ
ノリティのことはわからないんだな、とい
うことを感じました。
でも、比較的ものを言いやすいマイノリ
ティ、隠さなくていいタイプのマイノリテ
ィで、そこから支援に入っていった人が、
違うマイノリティの置かれている厳しい状
況をわかってきた。女性支援というのは、
女の人だけを支援するということではなく
て、そこから見えてきたマイノリティの違
う立場や状況が見える入り口だと思ってい
ます。さきほど言い忘れましたけど、父子
家庭の支援とか、男性であるがゆえに「助
けて」と言えない人が仮設住宅で自殺して
いくとか、そういったそれぞれの状況が見
えてきた。みんなきついということが見え
てきたことが良かった。
だから、マイノリティ支援というのは、
自分が関わっているものだけをやればいい
というものではない。違うマイノリティの
ことも駄目なりにわかってくるというとこ
ろがあって、それぞれの支援を入り口にし
て、この暴力は何なのか、とか、この社会
はどういう構造になっているのか、といっ
たことを理解していける。「つながる」っ
て簡単には言えないですけど、共通の構造
があるんだということを共有していく母体
にしていきたいと、改めて思いました。
皆さんもそれぞれの入り口から、自分のこ
とだけではなく、いろいろなマイノリティ
の状況を知って、この社会で暴力がいった
いどういうふうに作用しているのかを一緒
に考えて、必要な手を打っていけたらいい
かなというふうに思っています。
リケット：個人的には、支援という言葉は
あまり好きじゃない。特に「障害」者と
「健常」者、「支援する」「される」という
関係よりも、支え合う関係の方が分かりや
すい。広い意味で支援は誰にも必要でしょ
う。細谷さんが被災者からお話を聴くとい
う姿勢は支え合う接近法だし、支援の本来
の意味に当たるだろうと思います。
「障害」者とか、「セクシュアル・マイ
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ノリティ」、「外国」人というのは、社会通
念でつくられたカテゴリーで、「健常」者、
「異性愛」者、「国民」と表裏の密接な関係
を隠すことで、コミュニケーションを妨げ、
お互いの自己認識を歪めていきます。この
ようなカテゴリーを解体するには何が必要
なのか、という問題ですね。大震災では、
いろんなものが壊されました。見えなかっ
たさまざまな関係が見えるようになってき
たわけです。支援する、される関係を越え
て、新しい関係をつくるいいチャンスでは
ないかと思います。
細谷さんが「当事者」という言葉を使っ
ています。「非当事者」でも、「当事者」と
一定の社会的関係で結ばれていて、無自覚
であろうと、その関係を維持する以上、あ
る種の責任、「当事者性」が生じるはずで
す。細谷さんはその辺はいかがでしょうか。
細谷：当事者性は、お互いにどういうふう
に向き合うかで変わってくると思うんです
けれども。「当事者」って使いにくい言葉
かもしれません。東北で一緒に活動してい
た仲間の中から「シンパサイザー」という
言葉が出てきました。先ほど遠藤さんから
「弱い専門職」という言葉が出ましたが、
どういう存在でいられるかを考えたとき、
「シンパサイザー」としての寄り添いとか
向き合い方というのがあるのかなというふ
うには思いました。
リケット：答えのない質問かもしれません
ね。
遠藤：DVの被害者と加害者は両方「当事
者」かもしれないけれども、同じ当事者だ
とは、私は言わないですよ。
「支援」という言葉が怪しいというのは、
その通りだと思うんですよ。だから韓国で
は、エンパワーっていうよね。サポートと
言わずにエンパワーと言う。でも、日本で
は「エンパワー」と言えるような感じはま
だない、というのも本当だったりする。私
たちは、制度のある、なし、というところ
で分断されているわけですよね。制度で分
断されているところがあるから、制度のカ
テゴリーを壊すことも視野に入れないとい
けないと思う。
竹信：外国籍とか女性とか、障がい者とか
セクシュアル・マイノリティとか、それぞ
れの立場に線を引いて、自分がそれを抱え
込むのではなくて、越境するために立場の
違いを認識するという。
遠藤：アイデンティティと当事者性はきっ
と違うだろうし。
話は散漫になってしまうんですけど、私
たちはDVの被害者支援は女性がやるのが
ベストだと思っている。「この話は私の話
だ」「この暴力は私が受けた暴力だ」とい
う感覚が求められていると思う。
私の大先輩の近藤恵子さん（特定非営利
活動法人全国女性シェルターネット共同代表）
は「当事者は血を流している、支援者は返
り血を浴びている」って言うんですよ。女
性支援の領域では、それは名実ともに本当
で、たくさんの支援者が返り血を浴びなが
らやっている、と思います。それはエンパ
ワーでもあるしサポートでもあり、闘いで
もあるけれども、すべての領域の支援につ
いて、そういう感じをもてるわけじゃない。
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司会：どうもありがとうございます。いい
お時間になりましたので、議論はここまで
とさせていただきます。本日のシンポジウ
ムは、何か一つの結論があるような性格の
ものではないと思いますので、司会者とし
ても、まとめのようなことは申し上げずに、
それぞれに今日の議論を持ち帰っていただ
ければと思います。本日のシンポジウムが
今後の支援のあり方に関してなんらかのヒ
ントになれば幸いです。今日ご登壇くださ
った方、前半のみご登場くださった庄﨑さ
んと南雲さんも含めまして、今日はどうも
ありがとうございました。（拍手）
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《注》
１）鈴木江理子「東日本大震災が問う多文化社
会・日本──『共に生きる』ために」駒井
洋・鈴木江理子編『東日本大震災と外国人移
住者たち』（明石書店、2012年）p. 16参照。
２）仙台国際交流協会『「多文化防災」の協同モ
デルづくり報告書』（2012年3月30日）参照。
３）外国人被災者支援センターは、南三陸（日本
語教室、町役場の相談、就労プログラム）、
石巻（日本語教室、調査報告会）や福島と仙
台に特別支援プログラムを運営しています。
８月17日にスタッフ会議に出席させていただ
きました。議題には、名取市（ブラジル人）、
石巻（フィリピン人）、南方町（フィリピン
人）の外国籍住民から届いた緊急調査と支援
の依頼や、個人の緊急節支援、スタッフによ
る個別訪問（中国人 4名、韓国人 5名、フィ
リピン人 3 名、タイ人 1 名、イラン人 1 名、
イギリス人 1名を訪問することになっていま
した）の段取りなどがありました。また、前
16日の面接調査の報告を受けて、スタッフが、
就職、家庭内問題などさまざまな悩みを抱え
ている外国人のケースを一つずつ取り上げて、
最も有利な解決方法をともに協議しました。
４）佐藤信行「石巻市調査から見える外国人被災
者の『現状』と『思い』」『RAIK通信』（第
132号、2012年8月、p.12）参照。
５）郭基煥「被災地における多文化共生の未来と
課題〜石巻市に在住する外国人へのアンケー
ト調査から」RAIK通信』同上、pp. 2~8。
